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呼吸器 感染症 にお けるBMY-28100の 臨床 的検 討

三笠桂一 ・澤木政好 ・古西 満 ・成田亘啓

奈良県立医科大学第二内科*

BMY-28100を 呼吸器感染症10例 に対 して投与 し,臨 床的有用性ならびに副作用などについて検討

したところ,10例 中8例 に臨床的有用性が認められ,副 作用は1例 に発熱が認められたのみで,臨 床

検査値異常は認められなかった。

したがって,本 剤は呼吸器感染症において有用性の高い薬剤になる可能性が示唆された・
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BMY-28100(以 下 本剤)は1983年 ブ リス トル ・マイ

ヤーズ研究所株式会社において開発 された非エステル型

の経口用セフェム系抗生物質である。本剤はグラム陽性,

陰性菌に対し広範な抗菌スペクトルを示すとされている。

今回,我 々は本剤の呼吸器感染症に対する有用性を検討

したので報告する。

I.対 象および方法

1.対 象(Table1)

対象は呼吸器感染症10例 。年齢は40～80歳 。性別は

男性6例,女 性4例 。診断は慢性気管支炎5例,急 性気管

支炎2例,気 管支肺炎2例,肺 化膿症1例 。基礎疾患およ

び合併症は9例 に認められ,慢 性気管支炎の5例 では全

例慢性副鼻腔炎を合併し,そ の他では肝硬変2例 などで

ある。

2.起 炎菌(Table1)

起炎菌の検索は経気管吸引法(TTA)に よって行った。

TTA検 出菌は単独検出菌5例,複 数菌検出が5例 で,菌

別では Haemophilus influenzae (以下

H

. influenzae )6例,

Streptococcus pneumoniae (以下 S. pneumoniae )6例, Kleb-

siella pneumoniae (以下K. pneumoniae )1例 な どで あ った 。

3.投 与方法(Table1)

本剤1回500mgを1日3日 毎食後に経口投与 を行った。

投与期間は5～14日 であった。

4。 臨床効果の判定

臨床効果の判定は咳噺,喀 出痰の量および性状,発 熱,

呼吸困難などの自覚症状,赤 沈,CRP,白 血球数,胸 部

X線 像,細 菌学的検査などの諸検査を指標とし,以 下の

基準により4段階に区分 した。

著 効:1週 間以内にほとんどすべての症状 ・検査

所見が改善した場合。

有 効:著 効基準に達していないが,本 剤投与にて

充分な治療効果が得 られた場合。

やや有効:本 剤投与にてなんらかの改善が得られた場

合。

無 効:改 善が全 く認められなかった場合。

5.副 作用

副作用に関しては臨床経過を詳細に観察 し,本 薬剤使

用後に出現 した臨床症状 とその後の経過,お よび投薬と

の関係について検討した。また,臨 床検査値の異常に関

しては,本 剤投与前後の血液 ・生化学検査成績について

検討 した。

II.成 績

1. 臨床効果

臨床効果は有効8例,無 効2例 で有効以上の有効率は

80%で あ った(Table1)。 疾患別に有効率 をみると慢性

気管支炎5例 中4例,急 性気管支炎2例 中2例,気 管支肺

炎2例 中2例 に有効,肺 化膿症の1例 は無効であった

(Table2)。 検 出菌別に有効率をみると単独菌検出が5例

中4例 に嫌気性菌検出例を除いて有効で,複 数菌検出で

は

H

. influenzae+S. pneumaniae Branhamella catar-

rhalis +Acinetobacter anitratus 例を除いて全例に有効で

あ った(Table1)。

2.細 菌 学 的 効 果(Table3)

検出菌において H. influenzae 6株 中2株 B. catarrha-

lis 1株 A. anitratus 1株,結 核菌1株 が除菌されなかっ

た 。

3. 副 作 用

副 作 用 は1例 に発 熱 が 認 め られ た の み で あ っ た。 臨床

検 査 値 異常 は 全例 に認 め ら れ なか った(Table4-1,4-2)。

III.考 察

BMY-28100は1983年 に ブ リス トル ・マ イヤ ー ズ研 究

所 株 式 会 社 に お い て 開発 され た非 エ ステ ル型 の 経 口 用 セ

ブ よ ム系 抗 生 物 質 で あ る。 本 剤 は セ フ ェ ム骨 格 の3位 に

1-propenyl基 を 有 し,そ の抗 菌 力 は グ ラ ム 陽 性 菌,陰

性 菌 に 対 し広 範 な抗 菌 スペ ク トル を示 し,特 に グ ラ ム陽

性 菌 に対 して は 強 い 抗 菌 力 を示 す と され て い る 玉}。また,
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本剤は経口投与により良好な吸収を示 し,高 い血中濃度,

および尿中回収率が得られるといわれている2)。

今回,我 々は呼吸器感染症10例 に対 し,本 剤を投与

しその有用性を検討した。その結果は10例 中8例 に有効

で,そ の有効率は80%と 満足できる成績であった。呼

吸器感染症において内服の抗菌薬の適用となる菌種はS.

pneumoniaeとH.influenzaeが 重要であると考えられる

が,今 回の対象も10例 中8例 に両菌が関与しており,そ

のうち7例 に対 し本剤は有効であった。副作用について

は,1例 に発熱を認めているが,本 剤投与後2日 目に出

現し,本 剤中止により自然解熱 していることより本剤と

の因果関係が考えられた。また,投 与前後における臨床

検査値については,本 剤が原因と考えられる変動は認め

られなかった。

以上より,本 剤は呼吸器感染症において,有 用性の高

い薬剤になる可能性が示唆された。

IV. 結 語

BMY-28100を 呼吸器感染症10例 に対 して投与 し,臨

床的有用性ならびに副作用などについて検討 したところ,

10例 中8例 に臨床的有用性が認められ,副 作用は1例 に

発熱が認められたのみで,臨 床検査値異常は認められな

かった。

したがって,本 剤は呼吸器感染症において有用性の高

い薬剤になる可能性が示唆された。
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Table 2. Clinical effect of BMY-28100 in various diagnosis

SBS: sinobronchial syndrome

Table 3. Bacteriological effect of BMY-28100 on various organisms

GNR: Gram-negative rods
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Table 4-1. Laboratory findings

B : before A : after
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Table 4-2. Laboratory findings

B : before A : after



354 CHEMOTHERAPY DEC. 1989

BMY-28100 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS
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Second Department of Internal Medicine, Nara Medical University,
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BMY-28100 was administered to 10 patients with respiratory tract infections and studied for its clinical efficacy and side

effects. Clinical response was good in 8 of 10 cases.

The only side effect was fever in one case. No abnormal laboratory findings were observed.

From our results, we consider BMY-28100 to be a valuable drug in the treatment of respiratory tract infection.


